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加東市後期基本計画

第１章 後期基本計画の策定に当たって

1. 計画策定の趣旨

2. 計画策定の考え方

第２章 前期基本計画のふりかえり

第３章 計画策定の前提条件

1. 社会潮流の変化と本市の現状

2. 市民意識調査

第４章 後期基本計画

・ 後期基本計画の構成と読み方

・ 後期基本計画の政策体系と目次

Ⅰ 『文化』 未来を拓く人を育む 文化のまち

Ⅱ 『安全』 人と自然が調和した 安全なまち

Ⅲ 『安心』 健やかで心がふれあう やさしいまち

Ⅳ 『活力』 魅力ある資源を活かした 誇りのもてるまち

Ⅴ 『快適』 暮らしと憩いが響きあう 心地よいまち

Ⅵ 『協働』 多様なきずなが織りなす 協働のまち

Ⅶ 『実現に向けて』
　　　まちづくりの目標を支える自主自律の行政経営

資料編 加東市総合計画後期基本計画

Ⅰ 加東市の概況

Ⅱ アンケート調査

Ⅲ 計画策定関連資料

Ⅳ 用語説明
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は・じ・め・に 目次 C O N T E N T S

平成19年度に多くの市民のみなさまの参画を得て、加東市の

まちづくりの指針となる「加東市総合計画」を策定し、早や5年が

経過いたしました。

この加東市総合計画では、平成20年度から平成29年度まで

の10か年間を期間とする「基本構想」と、その基本構想に定めた

まちの将来像を具現化する施策などを分野別に体系化した、

平成20年度から平成24年度までの5か年間を期間とする「前期基本計画」とにより構成して

いました。

これまでの5年間という比較的短期の間においても、人口減少や経済・雇用の低迷、地球

環境問題の深刻化など、我が国の社会情勢はより一層厳しくなっています。また、未曽有の

大災害を引き起こした東日本大震災は、これまでの人々の考え方や意識、ライフスタイル

自体の変化にも大きな影響を与えました。

そのような状況の中、平成24年度をもって前期基本計画の計画期間が終了したことから、

その成果を踏まえ、このたび市民のみなさまの新たなニーズを反映するため、市民アンケート、

市政懇談会、そして「輝く加東まちづくりコンソーシアム」主催の学生フェスタなどを実施

するとともに、社会潮流の変化とこれからの政治･経済の動向を見据え、基本構想で定めた

「まちの将来像」をより具現化するための指針として、後期基本計画を策定いたしました。

後期基本計画では、目標と成果がより実感しやすいよう、主要な施策ごとに指標を設定

いたしました。また、まちづくりは行政（市）のみで完遂できるものではなく、あらゆる主体との

「協働」が必要となります。このことから、本計画には市民のみなさまをはじめとして、団体、

事業者の取組もあわせて、お示ししております。

パブリックコメントの実施など、市民のみなさまの意思を尊重しながら、総合計画審議会

において、慎重かつ熱心に審議され、答申をいただきました本計画は、本年３月議会定例会

において議決をいただきました。本計画を加東市の新たな５年に向けての羅針盤とし、市民

のみなさまとともにまちづくりを進めてまいります。

おわりに、この計画の策定にあたり、熱心に審議を重ねていただきました総合計画審議会

委員のみなさま方をはじめ、貴重なご意見を頂戴しましたすべてのみなさまに心からお礼

を申し上げます。

平成25年7月

加東市長 安田  正義
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